










要旨:神奈川県における乳幼児突然死症候群(以下、SIDS)の実態を明らかにするために、

人口動態調査死亡票を用い平成 5 年、6年および 7 年の疫学的調査を行った。この 3 年間

において、生後 7日以上 2歳未満て死亡した児は 573 例であり、このうち SIDS および SIDS

疑い症例は 135 例(23.6%)であった(平成 5 年が 40 例、平成 6 年が 53 例、平成 7 年が 42

例であった)。SIDS および SIDS 疑い症例の発生頻度は 0.55 であり、各年別では、平成 5

年が 0.50、平成 6 年が 0.63、平成 7 年が 0.52 であった。このうち 1 歳未満の症例が 130

例て 96.3%を占めていた。SIDS および SIDS 疑い 135 例のうち、剖検が行われた症例は 102

例で剖検施行率は 75.6%であった。剖検施行率を各年でみると、平成 5 年が 65.0%、平成

6 年が 77.4%、平成 7 年が 83.3%てあり、年々増加傾向を認めた。生後 7 日以上 2 歳未満

で死亡した児の死因別頻度では、SIDSおよび SIDS 疑い 135 例


